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１．研究計画の概要 
本研究プロジェクトの主たる目的は，①「多言語による

話し言葉コーパス」と「学習者言語コーパス」という，２

つの言語コーパスを構築すること，②コーパスの言語

分析を行い，研究成果の言語教育への応用可能性を

検討すること，である．このため21世紀COEプログラム

において平成16年度～18年度に構築された話しこと

ばコーパスをさらに拡充し，海外の高等研究機関との

協力関係を継続するとともに，教員と大学院生による

フィールド録音を行う．また，タスク中心の e-learning 
教材に基づいた学習者言語コーパス構築のためのプ

ログラムを開発し，さらに構築した学習者言語コーパス

の分析を実施する． 
 
２．研究の進捗状況 
本研究全体のプロセスは４つの Step からなる．Step1
では，現地でのフィールド調査を通じて話し言葉の録

音を行い，あるいはテキストを電子化する．また

e-learning講義等の中で学生にタスクを与え作文や録

音を行う．Step2 では，臨地録音データの文字化を行

い電子化する．学習者タスクの回答はサーバーに自

動的に蓄積されコーパス化される．Step3 では多言語

による話しことばコーパスの言語分析を行い，話しこと

ばの言語運用の実態とその特徴を研究する．また学

習者言語コーパスのデータ解析を行う．最後の Step４
で，言語運用の研究と学習者言語データの分析成果

をどのようにして言語教育に応用できるかを考究する．

平成 22 年度は主に Step3～Step4 を中心に研究が行

われる． 
 
３．現在までの達成度 
話し言葉コーパスは主にフランス語，スペイン語，

トルコ語，中国語で構築されており，いずれも当

初の予想を超える規模のコーパスができている．

フランス語，スペイン語については品詞タグも付

与する予定である．ラオス語とカンボジア語では

主にテキストの電子化が順調に行われており，テ

キスト検索の方法が検討されてきた．学習者言語

コーパスは英語，日本語，フランス語，ポルトガ

ル語について構築されつつあり，そのための録音

機能を含む e-learning と CMS が整えられ，実際

に日本語とフランス語については稼働し始めてい

る． 
 
４．今後の研究の推進方策 
言語コーパス（話し言葉，テキスト，学習者言語）

の構築は，プロジェクト終了時まで可能な限り継

続する．最終年度にあたる今年度に，学習者言語

研究に関する国際シンポジウムを開催し，これま

での研究の蓄積を広く発信する．また通言語的に

分析が可能なテーマを設定し，グループ研究を行

う予定である．これらの成果は何らかの形で公開

したいと考える． 
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